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認できなかったので、驚きだった」「コットンボールは見たことあるけど、そこからどのよう
に糸になり織物になっていくかが、わかった」とあるように“三河木綿の種〜実〜糸〜織物”の
プロセスを提示することができた。「スライドをみると自分もやってみたい気持ちになった」「授
業でも綿繰、糸紡ぎ、ガラ紡績などを取り入れて、授業をしてほしい」「授業でやった所をよ
り詳しく映像で見て、理解できた」など、意欲の向上に役立ったともいえる。他にも「綿につ
いて画像と映像を見て、さらに詳しく理解できた」など、写真と動画の組合わせの有効性も示
された。また、「読めない漢字があるので、フリカナがあるともっとわかり易いと思った」や「後
半の織りは、わかりにくかった」など、改善点や課題も挙げられた。
　繊維〜織物について、写真や動画のコンテンツによって多くの技術を説明することができた
ので、実際に行うわけではないが体得感を得る教材として、効果があることが示唆された。教
室外での体験の画像を利用してコンテンツを作成し、授業内容の補完などに活用していきたい。
表１　自由記述の意見
〔肯定的〕(23 人）
綿に種類があることを初めて知った
綿のことが理解できてよかった
綿の種類は、全然わからなかったので、勉強になった
三河木綿や織物の種類がとても良く分かった
原綿を作る作業や紡ぐ作業では、手作業でやることでとても時間がかかるが、よいものになる
コットンボールは見たことあるけど、どのように糸になり織物になっていくかが、わかった
綿から織物を織る行程が詳しくわかって面白かった
スライドをみると自分もやってみたい気持ちになった
写真も動画もわかりやすく、興味深かった
楽しそうだと思った。これなら楽しく勉強できそうだと思う
授業でやった所をより詳しく映像で見て、理解できた。繊維については、かなり興味深かった
綿について、画像と映像を見て、さらに詳しく理解できた
人力織機で、実際に織物を織ってみたいと思った
授業でも、綿くり、糸紡ぎ、ガラ紡績などを取り入れて、授業をしてほし。
糸や織物について、技術を知ることができて良かった
織物組織に興味があるため、もっと学んでみたいと思った
織機は使い方も違って、使い分けることが画像や動画の説明によって知ることができた
織機が発達し、効率的に作れている動画を見て、興味がわいた
スライドで確認した内容をさらに動画でも見ることができたので、理解が深まった
スライドが見やすかったので、とても役立った
花の違い、実のつき方、綿が実であることを理解できた
中学生の時に授業で綿を育てたが、綿の実ができたかどうかは確認できなかったので、驚いた
授業で習ったことに加えて、さらに理解を深めることができた気がするので良かった
〔改善点〕（1人）
読めない漢字(綜絖など）があるので、フリカナがあると、もっとわかり易いと思った
〔課題〕（3人）
織り方の種類の違いが難しい
後半の織りは、わかりにくかった
織機はやったことがあるが、少しの布でも大変だったので、服用には大変だと思った
〔否定的〕（1人）
あまり興味がわかなかった
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三河木綿を用いたe-Learningコンテンツの効果
要　約
　三河木綿の種〜繊維〜糸〜織物のプロセスを示すためにコンテンツを作成し、学生の理解度
や各コンテンツの評価を検討するためにアンケート調査を行った。その効果について検討した
結果、以下のような知見を得た。
　調査項目の全体の平均評価点は、理解4.18、画像4.17、説明文4.08、興味3.76、実行性3.32の
順であった。18個のコンテンツの全体の平均評価点は、２つのコンテンツにおいて4.0以上で
あり、他は3.70〜3.98の間であり、コンテンツの平均は3.90で良好な結果であった。１年生と
３年生においては理解、実行性、説明文、興味、各コンテンツ平均に有意な差が認められ、３
年生の方が高かった。組織〜織りのスライドの平均評価点は低かったため、改善してわかりや
すいコンテンツを作成することが今後の課題として見出された。コンテンツ利用は、実際に行
うわけではないが体得感を得る教材として、非常に効果があることが示唆されたので、授業内
容の補完などに活用していきたい。
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